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NISTEPの組織と調査領域例 （参考，一部）
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 オープンサイエンス等の新たな研究の潮流をとらえた調査研究
（発表1）「研究データの公開と研究データ管理に関する実態調査

2024：データ公開の拡大とリポジトリ活用の深化」
→研究データに対する研究者の態度の変化を報告

 データサイエンス、AI関連技術等を用いた、新たな調査研究・データ
解析手法の開発
（発表2）「撤回論文の動向調査: 

OpenAlexとRetraction Watch Databaseを用いた分析」
→研究論文の質に関する調査を報告

 オープンサイエンスが指向する科学、社会、科学と社会の変容を促す
対話と共創の場の構築

（STI Horizon誌の編集・発行）

データ解析政策研究室（D室）の主な活動
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1. 調査の概要
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研究者

研究機関

RDM
Data Policy

JPCOAR/AXIES

専門家NW

第5期科学技術基本計画
第6期科学技術・イノベーション基本計画
統合イノベーション戦略

2018

OA

Open Data

2016

OA

Open Data

2020

OA

Open Data

Preprints

OA

2022
Open Data

2024
Open Data

Preprints

OA

RDM
Data Policy

JPCOAR/AXIES

Preprints

RDM
Data Policy

JPCOAR/AXIES

6発表中の質問は、zoomのQA機能で随時受付しております



調査方法
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対象 科学技術専門家ネットワーク（大学・公的機関・団体、企業）

方法 オンライン質問紙調査 (Cuenote)

期間 2024年11月5日〜2024年12月25日

有効回答 1,237 （回答率 73.9%）

発表中の質問は、zoomのQA機能で随時受付しております



回答者の属性（n=1,237）

年齢層研究分野

年代 回答者数 比率

30代以下 180 14.6%

40代 613 49.6%

50代 353 28.5%

60代以上 91 7.4%

合計 1,237 100.0%

所属機関
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質問項目
章 カテゴリ 問題数

1 回答者に関する質問 2

2 研究データの提供（共有）状況 2

3 公開データの入手状況 6

4 データマネジメントプラン（DMP）の作成状況 4

5 研究データの公開状況 7

6 研究データの整備・公開・保存（RDM）について 4

7 データ公開に対する評価 2

8 研究領域・方法について 1

9 自由回答 1

合計 29
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2 .主要な結果
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データ公開経験の経年変化 (2016-24)

論文のOA

プレプリント

データ公開
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*論文のOAはGold OAに限らず、Green OA（機関リポジトリ、セルフアーカイブ）やSNSでの公開も含む



データ公開理由（複数選択）

調査開始以来一貫して①ジャーナルの
ポリシーと②研究成果の認知向上が
主要な公開理由
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データ未公開理由（複数選択）

突出した理由はなかったが、ここ数年は
①ジャーナルのポリシーではないから、
②公開できない情報が含まれている、
③業績にならないから、
④時間がないからが主要な理由
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データ公開の方法
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データを公開する場合の懸念 (n=1,167)

データ公開経験をもつ研究者は増加したものの依然として懸念が強い
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データ公開のインセンティブの重要度（n=1,167）
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データ公開に対する評価

データ公開を業績として評価するべきであると考える研究者は72.5%
所属機関が業績として評価していると認識している研究者は16.4%
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第三者へのデータ管理プロセスの依頼意思
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データ管理を第３者に任せたい研究者の増加（図書館やURAの支援の
可能性）



データ管理を依頼したい内容（複数選択）
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データ公開・入手・データマネジメントプラン

データ入手

DMP

データ公開
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データの信頼性の判断基準（複数選択）
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まとめ

 研究データ公開の拡大
 ジャーナルのポリシーに応じた補足資料やリポジトリでの公開
 依然としてデータ公開への懸念は強く、インセンティブは見えづらい

 研究データの流通におけるリポジトリ活用の深化
 データ公開・入手先として活用が進む
 データの信頼性の判断材料に
 適切なリポジトリ選択に対する支援が求められる

 政策の効果と今後の課題
 データマネジメントプラン（DMP）の作成経験が増加
 資源は依然として不足、第三者への依頼意思の向上
 業績として評価することがデータ公開のインセンティブとなる可能性
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撤回論文の動向調査: 
OpenAlexとRetraction Watch Databaseを用いた分析

文部科学省 科学技術学術政策研究所 (NISTEP)
データ解析政策研究室

尾﨑 翔美

第17回 政策研究レビューセミナー(2026.3.12)



 撤回論文のマクロな動態の調査を実施
研究成果DB OpenAlex と 撤回論文DB Retraction Watch 

Data とを掛け合わせて集計
2025年５月にNISTEP Discussion Paper として公開

 国・地域別の撤回論文数とジニ係数を計算
日本では少数の研究者が大量の論文撤回を行っている可能性が高い
他方，中国等では大量の研究者が少数の撤回を行っている可能性が高い

 撤回論文に関係する問題の一部を簡単に紹介
分野ごとの撤回数
撤回理由
撤回に掛かる期間
撤回論文が他の研究に与える影響（引用）

発表概要
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 一度公開されたものの、なんらかの理由によって撤回された論文
意図的ではないミス (e.g. 計算ミス，図の誤り）
意図的なミス（≒研究不正  e.g. 剽窃，データ捏造）

 体系的な日本語文献は少ない

参考：撤回論文に関する研究動向
• 撤回論文が引用され続けることの問題(Bar-Ilan & Halevi, 2017, 

Schneider et al., 2020)
• 撤回論文の内容はSNS等で一般に拡散されやすい(H. Peng, 

D.M. Romero,& E. Horvát 2022)
• 統一的な論文撤回のフォーマット作成の必要性の示唆(Bar-Ilan & Halevi, 

2017)
• 論文を一度でも撤回した若手研究者のキャリアパス
• 生成AIを用いた不正論文の事前検出 等

背景：「撤回論文」とは

25発表中の質問は、zoomのQA機能で随時受付しております



 Retraction Watch (RW)
学術論文の撤回や研究の公正性に関する問題を報告するサイト
 “Center for Scientific Integrity”の1部門（米国NPO, 2010年〜）
 2023年9月にCrossref に買収され，データ無料公開を開始

 OpenAlex
非営利団体Our Researchが学術研究の透明性とアクセル性の向上のため

2022年に公開した無料の書誌情報公開データベース
学術論文のみならず書籍、プロシーティング、プレプリントの情報も含む

 2つのDBから相補的に情報を取得し，
約32,000件の独自のDBを構築

調査手法：データベースの構築
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OpenAlexは RW の情報を取り込んでいるが，撤回理由などを取り込んでいなかったり，
一部情報の不整合があることなどが知られている。

発表中の質問は、zoomのQA機能で随時受付しております



 撤回論文数は年毎に増加傾向に対し，OpenAlex論文総数は微減傾向
 但し，WoSなどでは論文総数は右肩上がりに増加している点に注意
 Nature誌によると，「2023年には撤回総数が1万件を超えた」との報告も

分析結果：撤回論文数推移
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論文出版日ベース: 2022年発行の論文のうち，7,500件超が撤回… を意味する。
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 例えば，医学系と物理系は論文数は近いが，撤回数には多少の差
 臨床系と理論系など元々の学問の性質などに起因する可能性がある

分析結果：撤回論文数推移 分野別

28発表中の質問は、zoomのQA機能で随時受付しております



 前掲の通り分野差は顕著に存在
 撤回＝不正 ではなく，かつ，分野特性に起因する可能性には留意が必要

分析結果：分野別 撤回論文数比較
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 全著者（左表），筆頭著者（右表）ごとの撤回論文数では中国が圧倒的。
日本はそれぞれ9位，6位

分析結果：国・地域別の撤回論文数
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 例えば，日本の撤回論文数が10件として…
 10件とも同一の著者 なのか，10件とも別の著者なのか…では意味が異なる

分析結果：著者別の撤回数分布
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全著者だと200件以上の撤回に
名前が挙がる著者が存在

第1著者のみでも100件以上の
撤回に名前が挙がる著者が存在
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 筆頭著者ごとの撤回論文数についてジニ係数を計算
直観的には，異常値＝一部の大量撤回者が存在するほど大きくなる係数

 日本，フランス等は「少数が多数の論文撤回を行っている」可能性が高い
 中国、英国等は「多数が少数の論文撤回を行っている」可能性が高い

分析結果：国・地域別撤回論文数のジニ係数
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分析結果：国・地域別撤回論文数の分布（抜粋）
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分析結果：国・地域別撤回論文数の分布（抜粋）
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分析結果：国・地域別撤回論文数の分布（抜粋）
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 複数付与可能だが，第三者からの指摘によるものが目立つ
 ペーパーミル，偽のピアレビューなど，明らかに不適切なものの存在も

分析結果：撤回理由
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 出版社の偏りも存在
 ペーパーミルなどに関連した出版社の偏りが存在

分析結果：出版社の偏り
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 同様にジャーナルの偏りも存在

分析結果：ジャーナルの偏り
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 およそ75%の論文が3か月以内に撤回されている
 撤回されるべき論文の大半は，比較的早くに退場させられてはいる…？

分析結果：撤回に掛かる日数（直近10年）
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 他方で，長期間にわたって生存するものも一定数は存在

分析結果：撤回に掛かる日数（ロングレンジ）
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 撤回されるべき論文を引用してしまう＝汚染の拡散
 多くの論文は0回だが，中には5千件超の引用を稼いでいるもの等も存在
 撤回されて数年たつのに，引用されているような論文のケースも存在

分析結果：撤回論文はどの程度引用されるか
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対数に0回は使用できないため，便宜上，0回を0.001として図示
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 撤回論文のマクロな動態の調査を実施
研究成果DB OpenAlex と 撤回論文DB Retraction Watch 

Data とを掛け合わせて集計

 国・地域別の撤回論文数とジニ係数を計算
日本では少数の研究者が大量の論文撤回を行っている可能性が高い
他方，中国等では大量の研究者が少数の撤回を行っている可能性が高い

 撤回論文に関係する問題の一部を簡単に紹介
分野ごとの撤回数
撤回理由
撤回に掛かる期間
撤回論文が他の研究に与える影響（引用）

まとめ
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 オープンサイエンス等の新たな研究の潮流をとらえた調査研究
研究論文の公開とプレプリントに関する実態調査2024（仮）
（3月末公開予定）

 データサイエンス、AI関連技術等を用いた、新たな調査研究・
データ解析手法の開発
プレプリントによる研究トピック早期検知検証（取りまとめ中）

 オープンサイエンスが指向する科学、社会、科学と社会の変容
を促す対話と共創の場の構築
 Japan Open Science Summit（JOSS)の企画セッション等の
イベント開催

D室の今後の調査・活動

43発表中の質問は、zoomのQA機能で随時受付しております
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